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4月10日（金）国民の良識を高める 

 民主主義の国家として一番大事なものは、やはりその民

主主義を支えてゆくにふさわしい良識が国民に養われて

いるということでしょう。さもなければその社会は、いわ

ゆる勝手主義に陥って、収拾のつかない混乱も起こりかね

ないと思います。 

ですから、国民お互いがそれぞれに社会のあり方、人間

のあり方について高度な常識を養っていかなければなり

ません。国民の良識の高まりという裏付けがあってはじめ

て、民主主義は花を咲かせるのです。民主主義の国にもし

良識という水をやらなかったならば、立派な花は咲かず、

かえって変な花、醜い姿のものになってしまうでしょう。 

 

4 月 11 日（土）新人社員を迎えて 

 新入社員を迎えると、会社にも個々の職場にも新鮮な雰

囲気が生まれてくる。先輩の人びとも、自分の初心を改め

て思い起こし、そこにみずから心機一転の思いを持つ。こ

の時期は一つの飛躍のための得がたい機会であるとも言

える。 

しかし、そうしたプラス面とともに、新入社員が加わる

ことによるマイナス面も見忘れてはならない。いかに優秀

な素質を持った人でも、仕事についてはまったく経験がな

いのだから、先輩が一から教えなければならない。という

ことは、先輩たちの能率も落ち、会社全体の平均的な実力

は一時的には低下してしまう。このことをはっきり認識し

た上で、さらに気を引き締めてやることが大切だと思う。 

 

4 月 12 日（日）夢中の動き 

「この観音さまはノミがつくってくれた。自分は何も覚

えていない」というのは、版画家、棟方志功さんの言葉で

ある。私はたまたまこの棟方さんが観音さまを彫っておら

れる姿をテレビで拝見し、その仕事に魂というかすべてを

つぎ込んでおられる姿に深く心を打たれた。一つ一つの体

の動きが意識したものでなく、まさに“夢中の動き”とで

もいうか、そんな印象を受けたのである。その姿から、人

間が体を動かしてする作業というものの大切さをつくづ

くと感じさせられた。 

機械化に懸命な今日だからこそ、魂の入った作業という

ものの大切さを、お互いに再認識する必要があるのではな

いだろうか。 

 

4 月 13 日（月）使命観を持つ 

人間は、ときに迷ったり、おそれたり、心配したりとい

う弱い心を一面に持っている。だから、事を成すに当たっ

て、ただ何となくやるというのでは、そういう弱い心が働

いて、力強い行動が生まれてきにくい。けれども、そこに

一つの使命を見出し、使命観を持って事に当たっていけば、

そうした弱い心の持ち主といえども、非常に力強いものが

生じてくる。 

だから指導者は、つねに事に当たって、何のためにこれ

をするのかという使命観を持たねばならない。そしてそれ

をみずから持つとともに、人びとに訴えていくことが大事

である。そこに“千万人といえども我ゆかん”の力強い姿

が生まれるのである。 

 

4 月 14 日（火）運命を生かすために 

 サラリーマンの人びとが、それぞれの会社に入られた動

機には、いろいろあると思う。中には何となく入社したと

いう人もあるかもしれない。しかしいったん就職し、その

会社の一員となったならば、これは“ただ何となく”では

すまされない。入社したことが、いわば運命であり縁であ

るとしても、今度はその上に立ってみずから志を立て、自

主的にその運命を生かしていかなくてはならないと思う。 

そのためにはやはり、たとえ会社から与えられた仕事で

あっても、進んで創意工夫をこらし、みずからそこに興味

を見出してゆき、ついには夢みるほどに仕事に惚れるとい

う心境になることが大切だと思う。 

 

4 月 15 日（水）知識は道具、知恵は人 

 知識と知恵。いかにも同じもののように考えられるかも

しれない。けれどもよく考えてみると、この二つは別のも

のではないかという気がする。 

つまり、知識というのはある物事について知っていると

いうことであるが、知恵というのは何が正しいかを知ると

いうか、いわゆる是非を判断するものではないかと思う。

言いかえれば、かりに知識を道具にたとえるならば、知恵

はそれを使う人そのものだと言えよう。お互い、知識を高

めると同時に、それを活用する知恵をより一層磨き、高め

てゆきたい。そうしてはじめて、真に快適な共同生活を営

む道も開けてくるのではないかと思うのである。 

 

4月16日（木）ガラス張り経営 

私はいわば“ガラス張り経営”とでもいうか、経営なり

仕事のありのままの姿を社員に知ってもらうという方針

でやってきた。それによって全員が経営しているのだとい

う意識がごく自然に生まれ、自分の自主的な責任において

仕事をしていくという好ましい気風がでてきたように思

う。また人もおのずと育つということにもなった。 

 そういうことを考えてみると、やはり従業員に対しては

その時どきの方針はもちろん、経営の実態についても、で

きるだけ秘密を少なくして、いいことにせよ、悪いことに

せよ、いろいろ知らせるようにしてゆくことが望ましいし、

大切なことだと思う。 

 

 


